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１． はじめに 

非同期移民をもつ分散遺伝的アルゴリズム

(DGA)は，同期移民を持つ一般的な DGA に比べ

優れた解探索が可能と言われている[1]．しかし，

どのような条件で同期移民 DGA よりも優れている

のかは良くわかっていない．本研究は非同期移民

をもつ DGA の解探索性能を明らかにすることを目

的とする． 
 

２． 非同期移民 DGA 
非同期移民DGAは解探索を行う複数のクライア

ント(島)とエリート個体を記憶するエリートサーバか

ら構成される．非同期移民DGAは移民を制御する

ために 3 つのパラメータを用いる．移民数νはエリ

ートサーバからクライアントへ送信されるエリート個

体の数である．クライアントから移民要求を受け取

ったエリートサーバはν個のエリート個体をクライア

ントに送信する．寿命λはクライアントがエリートサ

ーバに移民要求をする頻度である．クライアントは

エリートが更新されない状態がλ世代続くとエリー

トサーバに移民要求を送信する．エリート送信間隔

νはクライアントがエリートサーバにエリート情報を

送信する頻度である．クライアントはエリート個体が

ν回更新されるとエリートサーバにその時点のエリ

ート個体を送信する． 
文献[1]では，同期移民 DGA より非同期移民

DGA の方が優れた解探索をすると言われている．

しかし，そこでは同期移民 DGA の解探索を制御す

る各種パラメータ値が明らかではない．本研究では，

これらの条件を明らかにするとともに，非同期移民

DGA の解探索性能を明らかにする． 
 

３．数値実験 
非同期移民 DGA の解探索性能を調査するため

に，表 2 の実験環境で Griewank 関数 
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に対して，まず文献[1]の結果を追試する．表 1 の

結果は，非同期移民 DGA が同期移民 DGA よりも

優れた解探索をするためには，同期移民を「エリー

ト保存なし」で実施する必要性を示している．次に，

非同期移民 DGA の制御のパラメータ「寿命」と「送

信間隔」を変化させ，解探索性能を調べる．図 1 と

図 2 の結果からは，非同期 DGA がエリート保存あ

りの同期移民 DGA より優れた解探索を行う条件を

みいだせない． 
 
４．おわりに 

本研究では，文献[1]の実験結果を追試するとと

もに，非同期移民 DGA の解探索性能を調査した．

数値実験の結果，非同期移民 DGA は「エリート保

存のない」限定された条件の下で同期移民 DGA
よりも優れた解探索を行うことを明らかにした． 
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表 1.過去の実験の再現結果 

 同期移民 非同期移民 

エリート保存なし -8.87E-01 -6.10E-01 
エリート保存あり -4.60E-02 -5.51E-02 

 
表 2.数値実験に用いた環境 

パラメータ名 設定値 

島数(クライアント数) 16,32,64 

個体数 1024 

突然変異率 0.03 

交叉率 0.6 

交叉方法 変数内交叉 

遺伝子長 5 変数*31bit 

選択方法 ルーレット選択 

 
図 1.最良適合度の推移(寿命) 

 

 
図 2.最良適合度の推移(エリート送信間隔) 
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